
らくらく授業支援を利用するための準備に関して

【教室常設教員PC・貸出用学生PC】

成蹊大学 御中



らくらく授業支援のインストール
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管理者：教員用アプリのインストール①

１．インストールプログラムを実行し、使用許諾契約書に同意して頂くと、ライセンス
キーの入力（図１）になります。「」を入力してください。

２．インストール情報を設定するダイアログ（図２）が表示されますが、値は初期値のま
まで「先生として使用する」にチェックをつけて次に進めてください。

図１

初期値のまま

図２
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管理者：教員用アプリのインストール②

１．インストール先設定（図３）でインストールするフォルダ、作業フォルダを指定して
ください。

２．インストール実行後は再起動（図４）が必要となります。

図３ 図４
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管理者：学習者用アプリのインストール①

１．インストールプログラムを実行し、使用許諾契約書に同意して頂くと、ライセンス
キーの入力（図１）になります。ライセンスキーの登録は不要です。

２．インストール情報を設定するダイアログ（図２）が表示されますが、値は初期値のま
まで「学習者として使用する」にチェックをつけて次に進めてください。

図１

初期値のまま

図２
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管理者：学習者用アプリのインストール②

１．インストール先設定（図３）でインストールするフォルダ、作業フォルダを指定して
ください。

２．インストール実行後は再起動（図４）が必要となります。

図３ 図４
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環境設定基本マスタの作成
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管理者：環境設定基本マスタ作成①

１．らくらく授業支援を利用するための環境設定ファイル（XMLファイル）を作成する。
※次ページのClassSettingMaster変更ツールの利用を想定

２．作成した環境設定ファイルは教室用PC・貸出用学生PCに事前に登録しておく。

※ClassSettingMaster.xml 所在地（デフォルト）：C:¥CHIeru¥Instruction Suites¥Tablet¥Setting
教員PCと学習者PCのClassSettingMaster.xmlを作成したClassSettingMaster.xmlに置き換える

<GradeList>

<Grade>

<GradeId>1</GradeId>

<GradeName>授業</GradeName>

<SchoolGradeName>授業</SchoolGradeName>

<GradeOrder>1</GradeOrder>

</Grade>

</GradeList>

<ClassList>

<Class>

<ClassId>1</ClassId>

<ClassName>開始</ClassName>

</Class>

</ClassList>

<SubjectList>

<Subject>

<SubjectId>1</SubjectId>

<GradeId>1</GradeId>

<SubjectName>1号館211教室</SubjectName>

<IconName />

</Subject>

</SubjectList>

※GradeidごとにSubjectは管理される

設定
Grade＝授業
Class＝開始
Subject＝1号館211教室、1号館212教室、・・・・
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管理者：ClassSettingMaster変更ツール
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環境設定：教員PC
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管理者：教員PC環境設定作業①（基本設定）

基本設定 ※１

※１ BasicSetting.xmlに反映される 所在地（デフォルト）：C:¥CHIeru¥Instruction Suites¥Tablet¥Setting
教員PCのBasicSetting.xmlを作成したBasicSetting.xmlに置き換える

教務支援サーバは
利用しません

認証方式は「手動
認証」

初期値のまま

初期値は「rakuraku」

初期値のまま

パスワードは「rakuraku」
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管理者：教員PC環境設定作業②（フォルダ設定）

フォルダ設定 ※１

※１ FolderSetting.xmlに反映される 所在地（デフォルト）：C:¥CHIeru¥Instruction Suites¥Tablet¥Setting
教員PCのFolderSetting.xmlを作成したFolderSetting.xmlに置き換える

使用しない

使用しない

備考

学習者設定を有効にすると、先生と生徒のフォル
ダー設定を別々に設定することができます。
※無効にした場合、先生側の設定を利用します。
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管理者：教員PC環境設定作業②（フォルダ設定：補足）
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管理者：教員PC環境設定作業②（フォルダ設定：補足）
ロッカーを実行するとらくらく授業支援専用のエクスプローラーが起動する
※参照先は、教員PC内のフォルダ
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管理者：教員PC環境設定作業③（クラス設定）
クラス設定 ※１

クラス名
※「成蹊大学」と設定
する

<Subject><Grade> <Class>

担任
※名称：教員

ID：teacher

で、全教室統一 ※３

学習者
※「未使用」という名称
のダミーリストを作り
登録する※２

※１ ClassSetting.xmlが作成される 所在地（デフォルト）：C:¥CHIeru¥Instruction Suites¥Tablet¥Setting
※２ ClassSettingStudentList.xmlが作成される 所在地（デフォルト）：C:¥CHIeru¥Instruction Suites¥Tablet¥Setting
※３ ClassSettingTeacherList.xmlが作成される 所在地（デフォルト）：C:¥CHIeru¥Instruction Suites¥Tablet¥Setting
教員PCの※１～３のxmlを作成した※１～３のxmlに置き換える
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管理者：教員PC環境設定作業③（クラス設定：補足）
追加の状態で編集を実行すると、先生名とユーザIDを登録するダイアログが表示される
※成蹊大学の運用では、「教員」を設定
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管理者：教員PC環境設定作業③（クラス設定：補足）
追加の状態で編集を実行すると、学習者名簿を登録するダイアログが表示される
※成蹊大学の運用では、学習者リスト名を「未使用」にする
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環境設定：学習者PC
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管理者：学習者PC環境設定作業①（基本設定）

基本設定 ※１

※１ BasicSetting.xmlに反映される 所在地（デフォルト）：C:¥CHIeru¥Instruction Suites¥Tablet¥Setting
教員PCのBasicSetting.xmlを作成したBasicSetting.xmlに置き換える

教務支援サーバは
利用しません

認証方式は「簡易
認証（学習者）」

初期値のまま

初期値は「rakuraku」

初期値のまま

設定情報を先生端
末から取得するに
チェックをつけない

パスワードは「rakuraku」
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管理者：学習者PC環境設定作業②（接続設定）

名称
※成蹊大学運用
では
〇号館〇教室名

接続先
教卓PCのIPアドレス

すべての教室の教員用PCの情報を登録する

接続設定 ※１

※１ ConnectionSetting.xmlが作成される 所在地（デフォルト）：C:¥CHIeru¥Instruction Suites¥Tablet¥Setting
学習者PCのConnectionSetting.xmlを作成したConnectionSetting.xmlに置き換える
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授業でらくらく授業支援を使う
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教員：授業を開始する①

１．らくらく先生を起動してユーザーID「teacher」と入力してログインする。
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教員：授業を開始する②

１．授業開始を選択し授業を行うクラスを選択して「開始」すると授業が開始される。

<Grade><Class>

<Subject>



24

学生：授業に参加する①
１．らくらくを起動する。
２．「授業」「開始」を選択して「次へ」を実行する。
３．「名前入力」で「名前」と「学籍番号」を入力する。

※IDは不要。誤って入力しても影響なし。
４．らくらくツールバーが起動する。

<Grade>

<Class>
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学生：授業に参加する②

１．らくらくツールバー下部の「授業出席」を実行する。
２．「接続先選択」から接続する教員PCを選択する。
３．授業に参加できるとらくらツールバー下部に「号館＋教室名」が表示される。

「授業出席」が「授業退出」に変わる・
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教員：授業を開始する③

１．教員PCで「座席」を実行すると学生PCの画面と名前などの情報が表示される。

学生が入力した名前と学籍番号が表示される。
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トラブルシューティング
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学生：授業に参加する - 他の教室に接続した場合 -

１～３までは正常時と同じ
※間違った教室かどうかは、間違っていると出席扱いにできないことを伝えて

授業開始時に接続先「教室名」または「教員用PCの番号」を
確認してもらう運用を推奨させて頂きます。

４．「授業退出」を実行する。
５．１～３を行う。
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学生：授業に参加する - 接続先がない場合 -

接続先がない場合は下記動作となります。
①教員用PCで授業が開始になっていない場合。
②教員用PCが起動していない、ネットワーク上に存在しない場合。
③無線LANが中断した場合

①の場合

②の場合

いずれも、接続状態を確認し、
「授業出席」をクリックし、授業に参加します。
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授業中に無線LANが切断された場合

‐ 無線LANが切断されてもエラーメッセージは表示されません。
‐ 「授業出席」→「接続先選択」の操作で

もう１度授業に参加する必要があります。

教員：

学生：

- 教員PCでは学生PCとの通信タイムアウト＆リトライが発生しま
すが、エラーメッセージは表示されず、授業は続行されています。
したがって、教員PCと学生PCの接続が切れている状態（学生が
出席から外れる）で、 教員PCの画面上では出席している学生が
次々に減少していくように見えます。授業は続行されているので、
教員側で再度授業開始をする必要はありません。
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学生が授業に遅れてきた場合

‐ すでに授業に出席している学生は、特に操作の必要ありません。
遅刻者は授業に出席し、先生から資料（ファイル）が
配布されるのを待つように伝えてください。

教員：

学生：

‐ 遅刻者に対してのみ資料（ファイル）を再配布する機能がないため、再度全学生に
対しての配布を行う必要があります。 このとき、すでに配布済みの学生においては、
該当ファイルが開いていれば何も起きませんが、ファイルが閉じていれば該当ファイル
が上書きされます。


